
軽米町農地利用最適化推進委員候補者 推薦・応募 受付状況一覧（令和７年２月５日現在）

氏名 職業 年齢 性別 名　称 代表者名
構成
員数

団体の概要

・新岩手農協種子生産部会代議員 水稲 22a
・新岩手農協加工桃生産部会理事 露地ピーマン　10a

・新岩手農協野菜生産部会役員 種子用大豆 40a
・農地利用最適化推進委員（R4.4～現在） 加工桃 20a

・軽米町農協（S41～） 果樹　50a
・北いわて農協退職（37年間） (りんご30、加工桃20）

・新いわて農協軽米地区担当課 畑作　30a
　　　　　営農ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ（H16～H28） （ピーマン、アスパラ、

・岩手県農業公社軽米駐在員（H16～H18） 　大豆、小豆等）

・農林水産省専門統計調査員（H16～現在）
・農業委員（H24.1.1～H31.3.31）
・農地利用最適化推進委員（H31.4.1～現在）

・町統計調査員 ソバ　170a
・農地利用最適化推進委員（H31.4～現在）

・農地利用最適化推進委員（H28.4～H31.3） 水田　75a他
・農業委員（H31.4～現在）
・会長職務代理者（H31.4～現在）

・就農（S49） りんご　220a
・農事組合法人「晴高」代表理事 加工桃　 70a
・軽米町認定農業者振興会会長（4期） 水稲　 　70a
・農業委員（H19.1～H28.3）
・農地利用最適化推進委員（H28.4～現在）

・町内建設会社勤務 水稲
ピーマン

大久保広 農業 66 男無 無

米田地区協議会長を務め、
現在は大久保集落協定の代
表者を務めるなど、米田地
区のリーダー的存在であ
り、今後の農業委員会委員
として適任者であり推薦い
たします。

農業
（兼業）

6 小軽米 - ○ 安　藤　正　徳 男 59

男 71 農業 有 有

・農家の声を聴き、地域農
業発展のために農業委員会
活動に尽力する。
・高齢化と担い手不足のな
か、次世代に希望の持てる
農業・農地にするよう尽力
する。
・農事組合法人晴高代表理
事として、地域の集落営農
を推し進める。

5 晴山 ○ - 寺　澤　正　幸

農業 無 有

　農地利用最適化推進委員
として１期、会長職務代理
者として２期、計９年務め
させていただきましたが、
年々、遊休農地・耕作放棄
地の増加を感じているとこ
ろに、「人・農地プラン」
が法定化されました。来年
度以降、「地域計画」に基
づいて、農地の集約等を達
成するため活動していきた
い。

4 晴山 ○ - 笹　山　結実男 男 63

男 73 農業 無 無

　農地の集約・集積と、地
域農業の問題解決に努め、
これまでの農地利用最適化
推進委員の経験を活かし、
地域農業の発展に寄与する
ため応募いたします。

3 軽米 ○ - 坂　本　武　道

農業 無 無

　地域計画が策定され、地
域の皆さんの声を聴き、農
地集積・集約を進めたい。
また、耕作放棄地や遊休農
地の減少に努めたい。2 軽米 ○ - 本　田　健　耕 男 76

男 57 農業 無 無

　近年、高齢化・担い手不
足による農地の耕作放棄地
や遊休農地が増加していま
す。さらに有害鳥獣による
農作物への被害も増加して
います。農地利用最適化推
進委員を１期務めさせてい
ただき、その経験を活か
し、地域農業の課題に取り
組んでいきたい。

1 晴山 ○ - 古　舘　広　紀

氏名 性別 年齢

受付期間：令和７年１月10日～２月４日

№ 区域

区　分 候補者の概要

推薦の理由
又は

応募の理由

推薦者の概要

応募 推薦 経　　歴 農業経営の状況

個人 団体

職業
認定農業
者の認定
の 有 無

農業委員候
補者の有無
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・岩手県たばこ耕作組合 水田 30a
・農地利用最適化推進委員（H31.4～現在） 採草地 30a

・NOSAI水稲被害調査員（H31.4～現在） 水田　70a
・農地利用最適化推進委員（H31.4～現在） 畑作　80a

・平成22年に軽米町に転入
・農地利用最適化推進委員（R4.10～現在）

・軽米町婦人消防協力隊連絡協議会
　副会長（H18.4～H22、R2.4～R4.3）
　会長（H22.4～H24.3、R4.4～現在）
・二戸地区婦人消防連絡協議会
　会長（H22.4～H24.3）
・農地利用最適化推進委員（H31.4～現在）

・町議会議員（H27.5～H31.4）
・土地改良区理事長（R3.5～現在）
・岩手県たばこ耕作組合当会産地リーダー
・農地利用最適化推進委員（R4.4～現在）

・H30年　就農 果樹　300a
・R5年　認定農業者取得 水稲

・岩手県農業共済組合（H2～R5.3） 水稲　115a
・農事組合法人アグリプロ　理事

苅谷果樹園　代表

有 古里典子 農業 78 女女 49 農業 有

　苅谷恭子氏は、農業に熱
意を持って取り組んでお
り、苅谷果樹園の代表とし
て活躍しています。今後、
地域農業中心となる人材で
あり農地利用最適化推進委
員として適任者であること
から、当地域から推薦いた
します。

12 晴山 - ○ 苅　谷　恭　子

理事
　古里多一

924人
土地改良施設の維
持管理等

　長年、農業に従事されて
いるとともに、農業団体の
役員を務められて、農地・
農業事情に精通しており、
業績人望等申し分なく農地
利用最適化推進委員に推薦
する。

軽米町土地改良区男 78 農業 無 有

水稲　110a
葉たばこ・大豆
109a

11 軽米 - ○ 川原木　芳　蔵

10 晴山 ○ - 工　藤　郁　子 女 66 農業 無 無

水稲　180a
果樹　20a

 これまで女性委員として農
地利用最適化推進委員を２
期務めました。女性委員の
視点で農業委員会に貢献す
るとともに、これからも地
域農業に携わる皆さんに寄
与できればと思い応募いた
します。

農業 無 有

水稲　120a
種子小麦　80a

農事組合法人
「晴高」にて、
水稲苗20,000
枚、水稲200a

　農地利用最適化推進委員
を令和４年度から務めさせ
ていただきました。地域農
業の発展と、農地の最適化
のために、これまでの経験
を活かしたいと考え応募い
たします。

9 軽米 ○ - 苅敷山　裕　二 男 55

男 72 農業 無 無

　農地利用最適化推進委員
を１期務めましたが、農業
委員会の役割は多岐にわた
ることから、勉強不足では
ありますが、今後も農業に
携わる地域の皆さんのお役
にたてればと思い応募しま
す。

8 小軽米 ○ - 間　賀　敬　一

農事組合法人
小軽米アグリ
ファイナンス
システム

代表理事
　松浦満雄

3名
雑穀栽培の農作業
受託（刈取、乾燥
調製）

農業 無 無

　増尾勝男氏は、農業団体
等での豊富な経験があり、
地域農業に精通しており、
農地利用最適化の推進活動
に適任であるため推薦しま
す。

7 小軽米 - ○ 増　尾　勝　男 男 71

13 軽米 - ○ 工　藤　秀　一 男 62 農業 8名有

組合員の農業生産
について協業を図
りつつ、地域の農
作業を受託し、地
域農業の振興を図
る。

有
（法人）

　工藤秀一氏は、岩手県農
業共済組合職員を長年務め
られ、農業分野の知識・経
験が豊富であり、地域農業
に精通していることから、
農地利用最適化推進委員と
して適任であり推薦しま
す。

農事組合法人
アグリプロ軽
米

代表理事
　山田　一夫
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・町外企業勤務（～R6.3） 水稲　100a
・町消防団第６分団長（R4.4～現在） ほうれん草

（ハウス栽培）50a

有無

　鶴飼治彦氏は、町消防団
第６分団長を務めるなど地
域の中心的な存在であり、
地域の農家の皆さんや農地
にも精通していることか
ら、農地利用最適化推進委
員として適任であり推薦い
たします。

細谷地司
鶴飼孝夫
平野邦夫

農業
農業
農業

60
66
64

男
男
男

14 小軽米 - ○ 鶴  飼　治  彦 男 60 農業
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